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様
式
第
一
（
裏
）
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
五
十
万
円
」
を「
百
万
円
」

に
、「
第
十
四
号
」
を
「
第
十
六
号
」
に
、「
と
る
」
を
「
執
る
」
に
、「
海
中
特
別
地
区
」
を
「
海
域
特
別
地
区
」
に
改

め
る
。

様
式
第
二
（
裏
）
中
「
第
二
十
六
条
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
項
第
七
号
」
に
、「
一
に
」
を
「
い

ず
れ
か
に
」
に
、「
二
十
万
円
」
を
「
三
十
万
円
」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
（
裏
）
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
二
十
万
円
」
を
「
三
十
万
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
四

十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
旧
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
手
続
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
自
然
公
園
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い

う
。）の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
同
意
又
は
認
可
の
申
請
書
又
は
届
出
書
並
び
に
こ
れ
ら
の
添
付
書
類
及
び
図
面

は
、
こ
の
附
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
自
然

公
園
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）の
相
当
規
定
に
基
づ
い
て
、
新
規
則
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
て

い
る
同
意
又
は
認
可
の
申
請
書
又
は
届
出
書
並
び
に
こ
れ
ら
の
添
付
書
類
及
び
図
面
と
み
な
す
。

（
国
立
公
園
集
団
施
設
地
区
等
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

国
立
公
園
集
団
施
設
地
区
等
管
理
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
厚
生
省
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
環
境
事
務
所
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

地
方
環
境
事
務
所
組
織
規
則
（
平
成
十
七
年
環
境
省
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
号
中
「
海
中
特
別
地
区
」
を
「
海
域
特
別
地
区
」
に
、
同
条
第
十
八
号
を
第
二
十
号
と
し
、
同
条
第

十
五
号
か
ら
第
十
七
号
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
十
四
号
中
「
第
七
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
、
同
号
を

同
条
第
十
六
号
と
し
、
同
条
第
十
三
号
を
同
条
第
十
五
号
と
し
、
同
条
第
十
二
号
中
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」を「
第

四
十
三
条
第
一
項
」
に
、「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
四
号
と

し
、
同
条
第
十
一
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
追
加
す
る
。

十
三

国
立
公
園
に
お
け
る
生
態
系
維
持
回
復
事
業
計
画
（
自
然
公
園
法
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
生
態

系
維
持
回
復
事
業
計
画
を
い
う
。）の
決
定
及
び
生
態
系
維
持
回
復
事
業
（
同
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
生

態
系
維
持
回
復
事
業
を
い
う
。）の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
条
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
九
号
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
、「
第
十

四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
利
用
調
整
地
区
（
同
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
調
整

地
区
を
い
う
。）、
海
中
公
園
地
区
（
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
中
公
園
地
区
を
い
う
。）」
を
「
海
域

公
園
地
区
（
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
域
公
園
地
区
を
い
う
。）、
利
用
調
整
地
区
（
同
法
第
二
十
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
調
整
地
区
を
い
う
。）」
に
、「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
に
改

め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
四
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

五

自
然
環
境
保
全
地
域
に
お
け
る
生
態
系
維
持
回
復
事
業
計
画
（
自
然
環
境
保
全
法
第
三
十
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
生
態
系
維
持
回
復
事
業
計
画
を
い
う
。）の
決
定
及
び
生
態
系
維
持
回
復
事
業
（
同
法
第
三
十
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
生
態
系
維
持
回
復
事
業
を
い
う
。）の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

（
供
用
開
始
期
日
の
延
期
の
承
認
申
請
書
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
自
然
公
園
法
施
行
令
（
以
下
「
旧
施
行
令
」
と
い
う
。）第
四
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
供
用
開
始
期
日
の
延
期
の
承
認
申
請
書
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
施
行
令
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
管
理
又
は
経
営
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
五
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
発
生
し
た
事
項
に
つ
き
旧
施
行
令
第
十
一
条
（
旧
施
行
令
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
届
出
書
の
記

載
事
項
又
は
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
自
然
公
園
法
施
行
令
第
一
条
第
七
号
の
施
設
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
自
然
公
園
法
第
九
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
十
条
第
二
項
若
し

く
は
第
三
項
の
公
園
事
業
の
執
行
の
同
意
又
は
認
可
を
受
け
た
自
然
公
園
法
施
行
令
第
一
条
第
七
号
の
施
設
に
つ
い

て
は
、
改
正
後
の
自
然
公
園
法
第
十
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
変
更
に
つ
い
て
同
意
又
は
認
可
の
申

請
書
の
提
出
を
要
し
な
い
。

（
行
為
の
許
可
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

新
規
則
第
十
一
条
及
び
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
自
然
環
境
保
全
法
施
行
規
則
第
十
七
条
の
規
定
は
、
こ

の
省
令
の
施
行
後
に
さ
れ
る
自
然
公
園
法
第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
又
は
第
二
十
二
条
第
三
項
及
び

自
然
環
境
保
全
法
第
二
十
五
条
第
六
項
又
は
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
省

令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
環
境
大
臣
が
法
令
の
規
定
に
よ
り
し
た
許
可
そ
の
他
の
処
分
又
は
通
知
そ
の
他
の
行

為
（
以
下
「
処
分
等
」
と
い
う
。）は
、
相
当
の
地
方
環
境
事
務
所
長
が
し
た
処
分
等
と
み
な
し
、
こ
の
省
令
の
施
行

前
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
に
対
し
て
し
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
」
と
い
う
。）は
、
相
当

の
地
方
環
境
事
務
所
長
に
対
し
て
し
た
申
請
等
と
み
な
す
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
こ
の
省
令
に
よ
る
旧
規
則
様
式
第
一
、
様
式
第
二
、
様
式
第
三
、
様
式

第
四
及
び
様
式
第
六
に
よ
る
証
明
書
、
及
び
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
自
然
環
境
保
全
法
施
行
規
則
様
式
第
一
、

様
式
第
二
及
び
様
式
第
三
は
、
そ
の
有
効
期
間
内
に
お
い
て
は
、
新
規
則
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
と
み
な
す
。

（
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
総
理
府
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
五
条
第
四
号
中
「
保
全
事
業
と
し
て
行
う
行
為
」
の
下
に
「
、
同
法
第
三
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

行
わ
れ
る
生
態
系
維
持
回
復
事
業
及
び
同
条
第
二
項
の
確
認
又
は
同
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
生
態
系
維
持
回
復

事
業
と
し
て
行
う
行
為
」
を
加
え
、「
第
二
十
六
条
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
項
第
七
号
」
に
改
め
、

同
条
第
五
号
中
「
第
九
条
若
し
く
は
第
十
条
」
を
「
第
十
条
若
し
く
は
第
十
六
条
」
に
改
め
、「
公
園
事
業
と
し
て
行

う
行
為
」
の
下
に
「
、
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項
又
は
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
生
態
系
維
持

回
復
事
業
及
び
第
三
十
九
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
十
一
条
第
二
項
の
確
認
又
は
第
三
十
九
条
第
三
項
若
し
く
は
第

四
十
一
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
生
態
系
維
持
回
復
事
業
と
し
て
行
う
行
為
」
を
加
え
、「
第
三
十
一
条
第
一
項
」

を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
」
に
、「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
三
条
第
三
項
若
し

く
は
第
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
一
条
第
三
項
」
に
、「
第
五
十
六
条
第
一
項
」
を

「
第
六
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
に
、「
第
五
十
六
条
第
三
項
」
を

「
第
六
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
九
号
中
「
同
法
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

（
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を

合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を
定
め
る

省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び

評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を

定
め
る
省
令
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
ト
中
「
第
五
十
九
条
」
を
「
第
七
十
二
条
」
に
改
め
る
。

（
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
七
号
ニ
中
「
第
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

˜�


		2010-03-28T14:41:07+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




